
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 

少
年
少
女
会 

節 

分 

暦(

こ
よ
み)

の
上
で
は
、
冬
か
ら
春
に
変

わ
る
「
立
春
」
の
前
日
が
「
節
分
」
で
、

今
年
は
二
月
三
日(

土)

で
し
た
。 

少
年
少
女
会
の
例
会
が
こ
の
日
と
な
り

ま
し
た
の
で
、「
節
分
」
の
鬼
の
お
面
作
り

と
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。 

鬼
の
お
面
は
、
準
備
さ
れ
た
フ
ー
セ
ン

張
り
子
に
思
い
思
い
に
眼
や
口
を
開
け
て

色
を
塗
り
ま
し
た
。 

で
き
上
が
っ
た
お
面
は
、
今
年
の
夏
休

み
八
月
三
日(

土)

・
四
日(

日)

に
ご
霊
地
で

開
催
さ
れ
る
「
第
77
回 

少
年
少
女
全
国
大

会
」
の
「
作
品
展
」
に
出
品
し
ま
す
。 

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
〈
芸
術
家
の
卵
で
は

な
い
か
？
〉
と
思
え
る
よ
う
な
作
品
が
で

き
上
り
ま
し
た
。 

工
作
後
の
豆
ま
き
も
、
み
ん
な
で
楽
し

く
拾
い
ま
し
た
。『
お
に
と
お
ひ
ゃ
く
し
ょ

う
さ
ん
』
と
い
う
紙
芝
居
で
は
「
節
分
」

に
、
豆
ま
き
と
、
柊(

ひ
い
ら
ぎ)

や
イ
ワ
シ

の
頭
を
か
ざ
る
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
少
年
少
女
会 

 
 

四
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

） 
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鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

定 
期 

総 

会 開
催
さ
れ
る 

 

一
月
二
十
八
日(
日)

鹿
児
島
教
会
に
お

い
て
、
鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
定
期
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 今

回
の
定
期
総
会

は
、
各
教
会
か
ら
教
師

一
名
・
信
徒
一
名
が
出

席
し
、
午
後
一
時
か
ら

開
か
れ
ま
し
た
。 

              

定
期
総
会
で
は
、
令
和
五
年
度
の
行
事

報
告
・
決
算
報
告
と
、
令
和
六
年
度
の
活

動
方
途
案
・
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

定
期
総
会
の
総
会
議
事
終
了
後
、
大
口

教
会
の
入
木
田 

覺
さ
ん
と
、
串
木
野
教
会

長
の
満
留
明
子
先
生
に
よ
り
、
感
話
が
発

表
さ
れ
て
の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

教
師
十
二
名
、
信
徒
九
名
、
計
二
十
一

名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

令
和
六
年 

◆
連
合
会
の
大
き
な
行
事
◆ 

 

★
三
月
十
八
日(

日) 

典
楽
練
習
会 

（場
所
・鹿
児
島
教
会
） 

 

★
六
月
十
八
日(

火)

～
十
九
日(

水) 

教
師
研
修
会
〔教
区
・
連
合
会
〕 

（場
所
・鹿
児
島
教
会
） 

 

★
六
月
六
日(

日) 

北
薩
地
区
集
会 

（場
所
・宮
之
城
教
会
） 

 

★
七
月
七
日(

日) 

大
隅
地
区
集
会 

（場
所
・志
布
志
教
会
） 

★
七
月
十
四
日(

日) 

中
部
・南
薩
地
区
集
会 

（場
所
・加
治
木
教
会
） 

 

★( 
 
)

月( 
 
)

日( 
  

) 

教
師
家
庭
女
性
の
会
（さ
つ
ま
会
） 

(

場
所
・  

 
  

)

他
未
定 

 

★
八
月
三
日(

土)

～
五
日(

月) 

少
年
少
女
全
国
大
会
参
拝 

 

★
八
月
十
八
日(

日) 

夏
の
つ
ど
い 

（場
所
・  

 
 

）他
未
定 

 

★
九
月
八
日(

日) 

女
性
の
集
い 

（場
所
・勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

    
   

他
未
定   

 
 

★
九
月
十
四
日(

土)

～
十
五
日(

日) 

青
年
の
ひ
ろ
ば 

（場
所
・鹿
児
島
教
会
）他
未
定 

 

※ 

輔 

教 

集 

会 

八
月
二
十
五
日(

日) 

（場
所
・二
本
木
教
会
）熊
本
市 

九
月 

八
日(

日) 

（場
所
・大
分
教
会
） 
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連
合
会
定
期
総
会 

感 

話 
(

要
旨) 

信
徒
部 
発
表
者 

入
木
田 
覺 

氏 
（大
口
教
会
） 

 

私
は
今
こ
う
し
て
元
気
で
あ
る
の
が
不

思
議
な
の
で
す
。 

六
才
の
時
に
北
朝
鮮
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
時
の
後
遺
症
で
、
十
七
才
か
ら
十
九

才
ま
で
脊
髄
カ
リ
エ
ス
を
患
い
、
首
も
動

か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
脊
髄
カ
リ
エ
ス
後
、

経
理
学
校
に
二
年
間
通
い
、
簿
記
と
ソ
ロ

バ
ン
を
習
い
ま
し
た
。 

の
ち
に
郵
便
局
に
合
格
し
勤
め
て
い
ま

し
た
が
Ｃ
型
肝
炎
を
発
症
し
ま
し
て
入
院

を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

三
十
五
才
の
時
で
、
私
は
ま
だ
信
心
し

て
お
ら
ず
、
教
会
に
参
拝
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

名
古
屋
に
い
た
義
母
が
心
配
し
て
仕
事

を
退
職
し
て
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
近
く
に
あ
り
ま
す
大
口
教
会

に
一
日
三
回
、
毎
日
参
拝
し
て
い
ま
し
た
。 

〈
こ
れ
は
私
の
た
め
に
お
参
り
し
て
下

さ
っ
て
い
る
〉
と
い
う
思
い
に
な
り
、
昭

和
五
十
二
年
十
一
月
十
一
日
の
霜
の
強
い

朝
、
初
め
て
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 そ

れ
か
ら
一
年
ほ
ど
義
母
と
一
緒
に
参

拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
義
母
は
「
ず

っ
と
お
参
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
そ
う
い

う
気
に
な
り
ま
し
た
。 

肝
臓
機
能
の
数
値
は
、
普
通
の
人
は
三

十
以
下
の
と
こ
ろ
が
、
私
は
四
百
以
上
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
医
者
か
ら
単
車(

オ

ー
ト
バ
イ)

に
乗
る
郵
便
局
の
仕
事
を
辞
め

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
辞
め
ま
し
た
。 

辞
め
る
時
、
そ
の
こ
と
を
家
内
に
も
言

わ
ず
、
教
会
で
お
届
け
も
せ
ず
決
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
親
先
生
か
ら
「
後
か
ら
の

お
届
け
は
い
か
ん
」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
頃
は
八
方
ふ
さ
が
り
の
よ
う
な
こ

と
で
、
お
参
り
を
続
け
、
親
先
生
・
親
奥

様
の
お
導
き
と
御
祈
念
を
頂
い
て
行
き
ま

し
た
。
日
々
の
改
ま
り
を
考
え
な
が
ら
参

拝
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
義
母
の
お

手
引
き
か
ら
三
十
年
で
、
Ｃ
型
肝
炎
が
完

治
し
ま
し
た
。
Ｃ
型
肝
炎
に
罹
っ
た
他
の

郵
便
局
員
は
皆
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

今
は
、
義
母
の
恩
と
い
う
こ
と
を
思
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
郵
便
局
退
職
後
、

何
を
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
簿
記
と
ソ

ロ
バ
ン
は
で
き
ま
し
た
の
で
、
ソ
ロ
バ
ン

教
室
を
始
め
ま
し
た
。 

当
時
は
ソ
ロ
バ
ン
が
盛
ん
で
生
徒
が
増

え
て
、
教
室
は
八
か
所
に
な
り
、
従
業
員

は
八
人
、
生
徒
は
四
百
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
思
う
と
大
変
な
お
か
げ
を
頂
い
て
い
た

こ
と
を
思
い
ま
す
。
今
は
、
八
十
四
才
と

な
り
、
世
の
中
は
電
卓
も
出
て
き
ま
し
て
、

人
数
も
減
り
一
か
所
で
教
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
人
の
お
役
に
立
つ
こ
と
と
し
て
、

刑
務
所
の
受
刑
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
に

十
三
年
間
教
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
近
く

の
幼
稚
園
の
学
童
保
育
で
教
え
て
い
ま
す
。 

連
合
会
信
徒
部
で
も
四
十
年
ほ
ど
御
用

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
全
国
信
徒

会
で
も
「
三
十
日
信
行
」
を
打
ち
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
道
で
も
そ
う
で
す
が
、
信
徒
部
で
も

「
人
材
育
成
」
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
困

っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
、
若
い
人
た
ち
を

導
い
て
来
た
つ
も
り
で
す
が
、
信
心
の
お

導
き
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

皆
様
に
も
「
人
材
育
成
」
や
、
信
心
の

お
導
き
に
、
努
力
・
協
力
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

（
お
わ
り
） 
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少
年
少
女
会 

節 

分 
二
月
三
日(
土)

の
少
年
少
女
会
で
の
鬼

の
お
面
は
、
思
い
思
い
に
眼
や
口
を
カ
ッ

タ
ー
や
ハ
サ
ミ
で
開
け
て
絵
の
具
を
塗
り

ま
し
た
。 

角
や
鼻
を
つ
け
、
赤
鬼
・
青
鬼
・
ま
だ

ら
模
様
鬼
と
い
ろ
ん
な
鬼
の
お
面
が
で
き

上
り
ま
し
た
。 

お
面
は
、
出
品
票
を
付
け
て
「
第
77
回 

少
年
少
女
全
国
大
会
」
の
「
作
品
展
」
係

に
送
り
、
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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バ 

ン 

ド 

練 

習 

始
ま
り
ま
し
た 

 昨
年
末
か
ら
、
バ
ン
ド
隊
の
練
習
を
再

開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で

学
級
閉
鎖
も
起
こ
り
ま
し
た
の
で
、
出
足

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ぼ
つ
ぼ
つ

練
習
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

第
二
水
曜
日
と
、
第
四
水
曜
日
の
、
十

九
時
三
十
分
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

             

                
曲
は
、
少
年
少
女
全
国
大
会
「
か
が
や

け
大
行
進
」
用
の
『
さ
ん
ぽ
』『
ち
い
さ
な

世
界
』
と
、
甘
木
親
教
会
布
教
百
二
十
年

記
念
祭
「
喜
び
の
集
い
」
用
の
『
甘
木
布

教
賛
歌
』
で
す
。 

教
会
で
の
練
習
日
に
つ
ご
う
が
つ
か
な

い
人
は
、
お
家(

う
ち)

で
、
ピ
ア
ノ
な
ど
で

練
習
を
進
め
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

楽
譜
に
つ
い
て
は
、
希
望
の
楽
器
用
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
教
会
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 
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教
祖
様
の
み
教
え 

 

人
間
で
あ
る
か
ら
、
生
き
て
い
る
間
は

先
々
の
こ
と
を
考
え
も
し
よ
う
し
、
心
配

の
尽
き
る
時
は
あ
る
ま
い
が
、
そ
れ
が
み

な
お
か
げ
に
な
れ
ば
、
心
配
は
あ
る
ま
い
。

心
配
は
、
信
心
す
れ
ば
み
な
お
か
げ
に
な

る
。
心
配
は
体
に
毒
、
神
に
無
礼
で
あ
る
。

心
配
す
る
心
を
神
に
預
け
て
、
信
心
す
る

心
に
な
れ
よ
。
お
か
げ
に
な
る
。 

『
天
地
は
語
る
』
教
典
抄

２
４
５

よ
り 

 
 
 

＊ 

信
心
し
て
い
れ
ば
、
冗
談
に
で
も
悪
い

こ
と
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
言
う
と
お

り
に
な
っ
て
く
る
。
子
供
を
叱
る
の
で
も

心
得
て
お
れ
。
あ
ほ
う
を
す
る
な
、
ば
か
が

な
ど
と
、
言
っ
た
り
し
て
叱
っ
て
は
な
ら
な

い
。
お
利
口
だ
か
ら
す
る
な
、
と
言
え
ば
、

子
供
も
お
利
口
だ
か
ら
や
め
よ
う
と
思
っ

て
利
口
に
な
る
が
、
あ
ほ
う
、
あ
ほ
う
と
言

う
と
、
あ
ほ
う
だ
か
ら
し
て
や
れ
と
思
っ

て
、
あ
ほ
う
に
な
る
。
ど
う
し
て
も
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
時
は
、
黙
っ
て
尻
を
つ
ね
っ

て
お
け
。 

 
 

 

『
天
地
は
語
る
』
教
典
抄

３
２
０

よ
り 

 

 

安
武
松
太
郎
師
の
み
教
え 

 

物
は
無
意
味
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
計
画
的
に
作
ら
れ
、
用
途
が
ち

ゃ
ん
と
決
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
人
は
そ

れ
ぞ
れ
親
神
様
の
み
思
い
に
よ
っ
て
産
ま

し
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
必
ず
使
命

が
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
、
使
命
に
添
っ
て

進
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
み
思
い
に
添

っ
て
お
礼
の
至
誠
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
自
分
が
こ
こ

に
あ
る
こ
と
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
さ

ら
に
御
神
意
に
か
な
う
よ
う
に
努
力
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
御
神
恩
に
お
応
え
す
る

こ
と
が
、
生
き
甲
斐
あ
る
人
に
な
れ
る
道

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

『
安
武
松
太
郎 

教
語
』
156
よ
り 

        

あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
土
）
少
年
少
女
会｢

節
分｣

10
時
半 

４
（
日
）
多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

〃 
 

甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念
10
時 

９
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

10
（
土
）
大
口
教
会 

告
別
式(

安
武
真
喜
栄
美
志

寄
添
媛
之
霊
神)

 

〃 
 
 

◆
清
掃
御
用 

11
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

12
（
月
）
矢
野
政
美
大
人 

立
日
御
祈
念
11
時 

14
（
水
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

17
（
土
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
日
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣ 

21
（
水
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

24
（
土
）
新
田
原
教
会
式
年
祭 

25
（
金
）
教
誨
師
御
用(

教
会
長) 

28
（
水
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

29
（
木
）
清
掃
御
用 

10
時 

 

「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会) 

 

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

ご
安
心
い
た
だ
き 

ご
信
用
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 
 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 
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ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

三 
月 

 
 

川
畑
ツ
ネ 
之

霊

神

（
１
日
）
昭
和
44
年 

中
野
サ
子 

之

霊

神

（
１
日
）
平
成
13
年 

永
原
ス
ミ
子 

之

霊

神

（
１
日
）
平
成
20
年 

有
薗
ト
シ 

之

霊

神

（
２
日
）
平
成
26
年 

内
村
源
二 

之

霊

神

（
３
日
）
平
成
５
年 

野
口
益
三 

之

霊

神

（
５
日
）
平
成
26
年 

信
國
幾
雄 

之

霊

神

（
６
日
）
昭
和
42
年 

大
山
定
二 

之

霊

神

（
７
日
）
昭
和
61
年 

荒
木
美
至 

之

霊

神

（
７
日
）
平
成
18
年 

本
中
野
重
則 

之

霊

神

（
12
日
）
平
成
24
年 

矢
野
ク
ラ 

之

霊

神

（
13
日
）
昭
和
31
年 

松
田
モ
ト 

之

霊

神

（
15
日
）
昭
和
62
年 

信
國
徹
志 

之

霊

神

（
18
日
）
昭
和
52
年 

松
田
セ
イ 

之

霊

神

（
20
日
）
昭
和
18
年 

前
田
広
実 

之

霊

神

（
21
日
）
昭
和
36
年 

瀬
尾
田
鶴
子
之

霊

神
（
22
日
）
平
成
30
年 

吉
屋
茂
樹 

之

霊

神

（
25
日
）
平
成
４
年 

津
上
陸
奥 

之

霊

神

（
29
日
）
昭
和
53
年 

本
中
野
金
四
郎 

之

霊

神

（
30
日
）
昭
和
４
年 

市
来
キ
ヨ 

之

霊

神

（
31
日
）
令
和
２
年 

柳
園
ヨ
シ 

之

霊

神

 
 
 
 

平
成
25
年 

 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、

霊
前
で
霊
祭
を
お
仕
え
し
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て

い
ま
す
。 

 

         
     

           

  

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

土
壌
と
は
育
つ
基
本
に
あ
る
も
の
で 

手
を
抜
き
行
け
ば
実
り
少
な
し 

 

六
十
年
長
き
に
わ
た
り
使
わ
せ
て 

い
た
だ
い
て
き
た
身
体
を
礼
び 

 

一
月
に
咲
い
た
木
も
あ
り
二
月
入
り 

例
年
ど
お
り
咲
く
梅
の
木
も
あ
り 

 

逝
く
ひ
と
の
そ
の
功
績
が
よ
く
わ
か
る 

慕
う
人
た
ち
称
え
ゆ
く
か
な 
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 三
月
二
十
日(

祝)

午
前
十
時
半
よ
り 

春 
季 

霊 

祭  

奉
仕 

ご
祭
典(
春
季
霊
祭
・
勧
学
祭)

後
、
教
話 

※
霊
祭
申
込
用
紙
を
お
結
界
に
お
届
け
下
さ
い
。 

 三
月
十
七
日(

日)

10:30
～
15:00 

典

楽

講

習

会 
鹿
児
島 

教
会
に
て 

参
加
費 (

未
定) 

 

※
箏･

篳
篥
・
龍
笛
・
笙
な
ど
に 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

三
月
三
十
日(

土)

～
三
十
一
日(

日) 

天
地
金
乃
神
様 

御
本
部
御
大
祭 

参
拝 

出
発
～
三
十
日 

午
前
八
時 

  

帰
着
～
三
十
一
日 

午
後
九
時
頃 

※
交
通
機
関
～
未
定 

 

四
月
三
日(

水)
 

午
前
十
時
半
よ
り 

月
例
祭
に
併
せ
て 

勧 

学 

祭  

奉
仕 

健
康
な
成
長
と
学
業
成
就
の
、
御
礼
と 

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

※
参
拝
の
少
年
少
女
に
は
お
直
会
が
あ
り
ま
す
。 

教 

会 

行 

事 

…
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
金
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

５(

火)

～
６(

水) 

教
誨
師
研
修
会 
(

教
会
長) 

９
（
土
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
日
）
●
報
徳 

月
例
祭
10
時
半 

13
（
水
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

〃 
 
 

★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

17
（
日
）
宮
之
城
教
会
式
年
祭

松
井
茂
喜
大
人 

 
 

十

年

祭 

〃
（
日
）
典
楽
練
習
会 

鹿
児
島

教 

会 

19
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

20 (

祝水)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

22
（
金
）
●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

24
（
日
）
大
口
教
会
五
十
日
祭 

12
時 

27
（
水
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

30
（
土
）
～
31
（
日
） 

 

●
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

 

★
バ
ン
ド
練
習
日
は
、
第
二
・
第
四 

水
曜

日
で
す
。 

つ
ご
う
の
つ
く
人
だ
け
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
つ
ご
う
の
つ
か
な
い
み
な
さ
ん
は

お
家
で
練
習
し
て
く
だ
さ
い
！ 

※
練
習
曲
目
は
「
さ
ん
ぽ
」「
小
さ
な
世
界
」「
甘
木
布
教

賛
歌
」
で
す
。
楽
譜
は
教
会
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

 

…
… 

４
月 

…
…
…
… 

２
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

３
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

併
せ
て 

勧 

学 

祭 

９
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
水
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

 

〃 
 

★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

13(

土)

～
14(

日)

甘
木
親
教
会 

青
年
の
集
い 

14
（
日
）
人
吉
教
会
御
大
祭 

11
時 

16
（
火
）
連
合
会
執
行
部
会 

十
時
半
～ 

鹿
児
島
教
会 

 
 
 

※
兼 (

連)

青
少
年
行
事
企
画
会
議 

21
（
日
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
月
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

24
（
水
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

25
（
木
）
甘
木
親
教
会 

御
大
祭 

30
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

※
５
月
26
日(

日)
 

多
良
木
教
会 

御
大
祭 

 

四
月
十
三
日(

土)

～
十
四
日(

日)
 

甘
木
親
教
会 

青
年
の
つ
ど
い

集
合 

十
三
日 

十
七
時

解
散 

十
四
日 

十
二
時 

  

    


